








要約:これまでの小児心身症研究班の調査で明らかにされた心身症様症状と関連性が強い

と考えられる小児の性格行動特性について、病理性の強い群を対象として再検討を行った。

対象は、いわゆる『退行現象』が認められた Down 症候群児 200 名である。調査は調査用

紙の郵送により行い、保護者に記入を依頼した。4 行動特性について検討を行ったが、2

特性(環境の変化に慣れにくい、環境の変化に対して回避的)が『退行』群で有意に多いと

いう結果であった。また、1 特性(生活リズムが不規則)は有意差は認められなかったが、

『退行』群で多い傾向が見られた。今回の結果は、心理的ストレス状態に対して適応障害

を起こしやすい特性として、これまで小児心身症研究班で明らかしてきた性格行動特性の

妥当性が高いことを示しているものと思われた。


